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スケールで質問。

1目　的

　子育てに関する意識調査峠近年多数報告されている。

この研究では、家庭養育機能の中で常に重視されてきた

父性・母性の動向と役割の変化などにっいて、子育てと

仕事の両立を図るという視点から、実証的な検討を行う

こととした。

　今年度は、乳幼児をもつ親を対象にし、次のような調

査研究の枠組みを設定した。第1に、子育てをしている

時の親の子どもに対する意識や感情』親として・個人と

しての充足感、夫婦の協力などにっセ、て調査をし、仕事

と子育てを両立させている要因を検討する。第2には、

親の役割や態度・行動の要因を形成するといわれている

く母親及び父親イメージ＞にっいて調査をし、父性・母

性を心理学的な態度・行動面で把え、、現代の父性・母性

の動向を探る。

．Il方法

1 質問項目の設定

（1）子育てと仕事の両立の意識について、及び子育て

　　　、をしている時の意識や感情について

・子育てと仕事の両立の意識についての質問と、子ども

に対する気持ちや親としての充足感、そして生活の中で

の個人としオの充足感などに関して、以下6項目につい

て質問を設定した。

①お子さんと過ごしている時の気持ち

　　14項目についてく非常にそう思う＞からく非常に

　　そう思わない＞までの7段階スケールで質問。

②子育てをしていて、母親である自分をどのように感

　　じているか。＊調査法は上記と同じ。

③子育てをしている現在についてどのように思うか。

　　＜満足し七いる＞からく満足し宅いない＞の4段階

　　スケrルで質問・

④夫あるいは要との話し合いや協力についてどのよう

　　に思っているか6

　 ＜満足している＞カ｝ら〈満足していなセ、＞の4段階

　、ス々『ルで質問。

⑤現在の暮らしの中での自分自身についてどのように

　感じているか。

　 10項目についてく非常にそう思う＞からく非常に

　そう思わない＞までの7段階スケールで質問。

⑥子どもが好きかどうか

　く満足している＞からく満足していない〉の4段階

　なお、上記の項目作成に当たっては、青木まりη大日

向雅美2！柏木患子3，の質問項目を参考とした。

（2）父親及び母親イメージについて

　親の役割に対する態度・行動の要因を形成するといわ

れているく父親及ぴ母親イメージ＞を検討し、現代の父

親そして母親の父性・母性を心理学的な態度・行動とい

う面でとらえ、現代の父性そして母性の動向を探ること

を目的に質問項目を以下のように設定した。

①r昔の母親または父親イメージ』

　　　あなたは昔の母親または父親にどのようなイメー

　　　ジを持っていますか。

②r母親または父親としてのあなた自身のイメージ』

　　あなたは現在、自分自身をどのような母親または

　　父親だと思いますか。

曾r将来、志向する母親または父親イメージ』

　　あなたは将来、どのような母親または父親になり

　　たいですか。

④r社会が期待する母親または父親イメージ』

　　現在、日本の社会（世間）ではどのような母親ま

　　たは父親を期待していると思いますか。．

＊上記4つ内容の顯または熾のイメ遡こ用い濠

目は30項目で、項目内容及び配列も同一である。各項

目について7段階スケールで質問した。

＊調査対象者が母親の場合は、上記の4つの母親イメー

ジについて・調査対象者が父親の場合は上記の4っの父

親イメージについて回答する。

なお、質問項目の作成にあたっては、山口素子5レ6，、

Cook、E．P7，。，のf㎝ininity，幡culinity尺度、河合隼

雄8レのいう母性原理・父性原理を構成する要素、

E，Barnの交流分析に用いられている父親特性、母親特

性、大人特性（成熟性、理性、客観性）、子ども特性（

活性化要紫）を参考とした。

2　対象
　都市近郊の市町村の保育園で下記の10カ所。、

岩手県一1保育園（101部）・山形県一1保育園』（6

0部）・埼玉県由1保育園（120部）、東京都〒f侮

育園（50部）、神奈川県』1保育園（140部）、鹿

児島県一2保育園（100部）、沖縄県一3保育園（1

50部）、計720部を送付。
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千賀他＝2．家庭養育機能と職業生活との両立に関する研究

3　調査方法と実施期間

　上記の保育園に」各家庭に父親・母親用の調査票の配

布を依頼した。父子・母子家庭の場合は父親用あるいは

母親用のいずれかの調査票を配布した。記入済のアンケ

ートは封絨をしで期日までに保育園の所定の箱に投入し

てもらう。調査期間は配布してから10日間である。

川　結果

1　集計の結果　

（1）集計の対象

　回収数は420例で回収率は58。3％であった。 ただし

父子・母子家庭を含むので、父親の集計対象数は380

例、母親の集計対象数は418例である。

　統計的分析のために、無回答あるいは不適切な回答の

ものは無効数として非該当とした。

　（＊）非該当としたものは次φ通りである。

　　　　・無回答　』単』回答に対し重複回答

　　　　・選択肢以外の回答

　　　　・回答はされているが、関連のある質問にすべ

　　　　て回答していない場合は

（2）対象の属性

①家族構成
　核家族が76．4％を占め、父子家庭は2例で母子家庭は

40例である。

②対象の年齢
母親の平均年齢は32 ．8歳である。年齢分布は21・

一49歳で、2 5歳一34歳の分布が61％である。

父親の平均年齢は35．4歳である。年齢分布は22・一

56歳で、30－39歳が63％である。・

③学歴
　母親の学歴は高卒が最も多く43．5％で」』次いで専門学

校・ 短大卒34．2％一である。

　父親の学歴は高卒が最も多く38．2％で、次いで大卒が

32．罵である。

④仕事の有無と就労状態
　仕事を持っている母親は85．6％で、休職中などは1L7

％である。そのうち常勤者は 52。5％、パート25，1％であ

る。1仕事の内容は、事務一24．9％、 専門職（教職、保母

、

教師、看護婦など資格を持った職業）戸24，眺し営業

㌔販売一22』3％である。＼

（なお、 対象の親は保育園を利用しているので、全員が

有職であることが前提である。 しかし、妊娠中・育児休

業中などの理由で仕事を休んでいる人が含まれている。

そしてこれらの親達は→瑚呆育など何らかの形で保育園

を利用しているので調査に含まれたのである。今回の分

析に際し、現在休職中などの理由で仕事をしていない群

と仕事をしている群について、すべての項目に関して統

計的検討をした結果｛有意ある差異が認められなかった

ので、今回は休職中の人も集計対象に含めた。）

　父親の7脳は常勤者である。仕事の内容は営業・販売

一25．9％、専門職（教師、資格を持った職業）一2L7％

、技術・技能職一17．4％、製造業一12，駄瑚劣職一10．3

％であるボ

⑤子どもの人数と子どもの年齢

　子どもの人数は、 子ども1人が31％、2人が42％
である。子どもが2人以上の場合でも、子どもは0－6

歳の年齢分布のいずれかに属している。1

⑥ 対象の属性について

　集計対象の属性は、地方の都市近郊あるいは東京ベッ

ドタウンに住み1乳幼児を持っ共働きの親であり、多数

が被雇用者である。年齢・』学歴・家族構成、そして子ど

もの人数や子どもの年齢なども類似している。だが、父

母の職業の職種の内、資格を持うた職種の割合がそれぞ

れ22％と24％と多いことが特徴であるが、他には特記す

べき・ことは見いだされなかった。

2 〈子育てをしている時の意識や感情について〉の

　結果

（1）子育てと仕事

　r今後も子育てと仕事を両立させてやっていく』とい

う母親は非常に多く73．隅であった。子育てに専念し専

業主婦になりたいという母親は10例で2。4％ゲ

父親の場合は、r仕審に影響を及ぼさない限り家事・

育児を協力しあってやっていく』というのが多く60』脳

である。また㌔『協力しあうが、仕事に比重をお恥て』

というのが14、5％である。r夫婦で家事・育児を五分五

分に協力しあってやっていく』という非常に協力的な父

親は少なく15．5％で、父親あくまでも仕事に影響を及ぼ

さない限りにおいての子育て協力である。

（2）有意差の認められ・た属性

　対象全体の集計を行い・次ぎにクロス集計などの統計

処理を行った。有意差の認められた属性を次に示す。』5

　①子どもの人数別
　　子どもの人数が1 人～5人においては差異がなかゆ

　　た。だが、1 人と2人以上では差が認められた項目
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　　がある。

　②・夫（父親）の子育ての協力別

　　　夫の子育ての協力度別に意識や感情について検討

　　　し、いくつかの項目で有意差力鵯られた。

　③子ども好きかどうか別

　　　子ども好きかどうか別に意識や感情にっいて検討

　　　し、多くの項目で有意差力鵯られた。

　上記3っの属性で有意差が認められたが、本年度はこ

の研究テーマに最も則した属性としてr夫の子育ての協

力別』を中心に報告する。

　なお、今回の調査では対象の年齢別・職業別及び職種

別・学歴別・子どもの年齢別・家族構成別の属性とのク

ロス集計では顕著な差は認められなかった。

（3）　お子さんと過ごしている時の気持ち

①対象全体　　　　　（表 卜1－1）
く母親＞

　子どもと過ごしている時の気持ちでは、rいとお

しい』などの肯定的気持ちを表す7項目で、どれも肯定

的得点だった。くそう思う＞という肯定的割合も多い。

　r疲れを感じる』r逃げ出したくなる』rイライラす

る』『自信がなくなる』『憎らしく感じる』『やっかい

な感じがする』などの6項目では、くそう思わない＞と

いう否定的な気持ちを打ち消す得点力鵯られた。だが、

その割合をみるとr疲れを感じる』が43．燃　r自信が

なくなる』一24。5％であった。また、『心配になる』母

親は49，娚である。r自信がなくなる』 とr心配に
なる』項目は他の項目との相関力材氏く、子どもに対する

気持ち・感情とは別のものと考えられる。

く父親＞

　子どもと過ごしている時の気持ちでは、rいとお

しい』などの肯定的気持ちを表す7項目で肯定的得点が

得られ、〈そう思う＞という肯定的割合も多い。

　r疲れを感じる』など否定的な気持ちを表す6項目で

は・母親群に比ぺてくそう思う＞という割合は少ない。

②夫の子育ての協力別クロス集計　（表1－1－2）

く母親＞

　夫が子育てに協力的でないという母親群（③④）では

『いとおしい』『楽しい』『喜び』『一緒にいたい』な

どの4項目で＿くかなりそう思う②・ややそう思う③＞

という割合が他群に比べ多く、非常に肯定的に思う気持

ちの割合力沙ない。また、同群では（③④）、rイライ

ラする』、r自信がなくなる』という2項目でく非常にそ

う思う①・かなりそう思う②＞の割合が多い。

く父親＞

　子育てに協力的な父親群（①②）では『楽しい』r喜

びを感じる』『→賭にいたい』など肯定的な気持ちを表

す3項目で、く非常にそう思う①かなりそう思う②＞と

いう割合が多い。また同群では、r疲れを感じる』の項

目ではく非常にそう思わない①かなりそう思わない②＞

の割合が多い。

　だが、r気持ちがなごむ』rかわいい』という項目で

は、全体がく非常にそう思う①＞が多い中で、協力的で

ない父親群（④）ではくかなりそう思う②・ややそう思

う③＞割合が多く肯定的に思う強さ力紙下している。

く小括＞

　・母親・父親ともに、子どもにたいして肯定的な気持

　　ちで過ごしている。

　・母親では『疲れを感じる』という母親が父親に比べ

　多く43％いることに留意したい。

　・夫が子育てに協力的だと思っている母親群では、他

　群に比べ子どもに対して肯定的な気持ちで過ごして

　いる。

　・父親が子育てに協力的な群では、他群に比べ子ども

　に対して肯定的な気持ちを示している。

（4）　子育てをしていて、親である自分をどのように

　　　　感じているか

①対象全体　　 ”　 （表1－2－1）
〈母親＞

　『母親であることに充実感を感じる』『気持ちが落ち

着く』『生きがいを感じる』『成長してきた』『ふるま

いが板についてきた』『母親としての自信』『母親であ

ることが好きだ』という7項目で、何れも肯定的得点を

示し、その割合も多い。

　『子育てが負担』r世の中から取り残された感じ』r

視野が狭くなるようだ』r母親として不適格』r子育て

に自信がない』r子育ては精神的に疲れる』の6項目で

は、いずれも〈そうは思わない＞という得点力鵯られた

が。だが・その割合でみるとr精神的に疲れる』一33．9

瓢　r不適格ではないか』一24、9％という母親がいること

に留意したい。

　また、r行動が制限される』の項目ではくそう思う＞

割合が70、騙である。このr行動が制限される』項目は

他の項目との間では相蘭力紙いので、母親としての充実

感を表す気持ち・感情とは別のもの考えられる。乳幼児

を持つ母親は、行動の自由に制限があることを実感とし

て表しているのではないだろうか。
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＜父親＞

　母親と同様にr父親であることに充実感を感じる』な

どの7項目で、いずれも肯定的な得点を示し、1その割合

も多い。また、r子育てが負担に感じられる』などの6

項目では、いずれもくそう思わない＞とし》う得点力漏ら

れた。しかし『行動が制限される』の項目ではそう思う

という割合が5L2％で、母親に比べ低いザ父親も行動の

制限を感じている。

②夫の子育ての協力別クロス集計　（表1－2－2）

＜母親＞

　夫が子育てに協力的でない群（③④） ではr母親であ

ることに生きがいを感じる』の項目で、くそうは思わな

い＞という否定的な割合が他群に比べ多い。またr母親

として不適格』r子育てに自信がない』という項目でも

特に夫が協力的でない1（④）群では、くかなりそう思う

②＞割合が他群に比べ矛ヤ、。』

く父親＞

　特に協力的な父親群（①）では、r充実感』r気持ち

の落ち着き』『生きがいル『成長し七きた』『父親であ

ることが好きだ』の5項目では、〈非常にそう思う①・

かなりそう思う②＞割合が他群に比べ多い。また、協力

的な父親群（①②）群では『父親が板についてきた』 『

自信がでてきた』の2項目で、〈非常にそう思う①か

なりそう思う②＞割合も他群に比ぺ多い。

　また、協力的な父親群（①②）ではr負担犀感じる』
　r視野が狭くなる』 ・r精神的に疲れる』一の3項目ではく

そうは思わない⑤⑥⑦＞割合が他群に比べ多い。

　協力的ではない父親群（③④） では、一『不適格ではな

いが』の項目でくそう思う①②㊨）の割合が他群に比ぺ

多い。

く小括＞
　・母親・父親ともに、親としての自分を肯定的に受け

　　止めている。

　・だが、行動が制限される、あるいは精神的に疲れる

　　といういう割合は少なくはなく、子育てと仕事を両

　1立させていることの大変さが推察される。

　・夫が子育てに協力的という母親群では、他群に比べ

　　母親としての自分をより肯定的に受け止めている傾

　　向がある、

　・父親も子育てに協力的な群では他群に比べ父親とし

　　ての自分をより肯定的に受け止めており、子育ての

　　負担や精神的な疲れの割合も他群に比べ少ない。

（5〉 子育てをしている現在についてどのように思う

　　　か
①対象全体
　対象の多くの親は保育所を利用し、か？夫の協力や祖

父母の援助などにより子育てをしている。このような形

での子育七に満足しているかどうかの質問では‘母親の

84．跳・父親の82．1％が満足していると回答している。

②夫の子育ての協力別クロス集計．

＜母親＞

　夫の子育てゲ協力的ではない群で亭ま、くどちらかとい

うと不満③・不潅④＞の割合が多い。

く父親＞

　』子育てに非常に協力的な群（①）ではく満足①＞の割

合が多い。

＜ノ」、括＞

　・多くの親は現在の子育ての態勢には満足している。

　・だが、子育てをしている現状に不満歩ある母親の場

　　合は、夫の子育ての協力が影響している。

　・』子育てに協力的な父親は、子育ての体勢にも満足し

　　ている。

（6〉　夫との話し合いや協力につ小てどのように思っ

　　　ているか

①対象全体”（表1－3一鵬④）
　r子脊てに協力的か』r家事に協力的か』r子どもの

ことについて話し合うか』『子どものことで謡を聞いて

くれたり相諌にのってくれるかルの4項目についで質問

した。

　どの項目においても夫が協力的であ苓弓とが、母親・

父親側の結果から得られた5だが、夫の協力は子育てや

家事などの具体的な協力の割合は59．7％で南り｛ごク）よ

うな具体的な協力よりも話奪聞いてくれう等φ割合め方

が多い。夫の家庭生活全般にわたる協力態勢はまだ十分

ではないようである。

② 夫の子育ての協力別クロス集計

　夫が子育てに協力的な場合はl　r家事』一r話し合い一

r相談にのってくれる』項目でも有意に協力的である㌧

なお、 母親側の回答と父親側の画答φ相関をみた魁

母親が父親は協力的摩という 群では｛ 父親も協力的準ど

回答しており評価はほぼ一致している。
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　（7）　現在の暮らしの中でのく自分自身について＞ど

　　　　のように感じているか。

①対象全体　　　　　（表1－4－1）
く母親＞

　、r充実感がある』、r楽しい』rときめぎを感じる』と

いう項目では、そう思うという肯定的得点力鵯られた。

　『ときめきを感じる』のくそう思う①～＠＞という肯

定的な割合は39，3％であり、積極的に肯定する割合が少

ない。

　r空しい』r別の生き方をしたい』rつまらない』r

物事をうまくこなせない』rダメな人間だと思う』とい

う項目では、くそう思わない＞という否定をする得点が

得られた。

　r充実感』r楽しい』などの割恰が多く、肯定的に自

分を受け止めている。しかし、r別の生き方をしたい』

一34，7％、あるいはrダメな人間であると思う』一38．2％あ

り、自分自身の受け止め方は肯定的であるとばかりはい

えない傾向が見られる．

く父親＞

　母親と同機に、多くの項目で肯定的な受け止め方をし

ている。r別の隼き方をしたい』・という割合は21．5％で

あり、母親のそれに比べ割合は少ない。

②　夫の子育ての協力別クロス集計　（表1－4－2）

＜母親＞

　夫が子育てに協力的という群（①と②）では、r充実

感がある』r楽しい』の項目でく非常にそう思う①・か

なりそう思う②〉割合が他群に比べ多い。また同群では

　rときめきを感じる』項目でも、くかなりそう思う②・

ややそう思う③＞割合が勉群に比べ多い。同じく同群ぞ

はr空しい』という項目では、く非常にそうは思わない

⑦・ かなりそう思むなレ⑥〉割合が他群に比べ多い。

　子育てに協力的ではない群（③と④）ではr別の生き

ヵをしたい』といラ項目寿〈非常にそう思う①・かなり

そう罵う②＞割合が他群に比べ多い。また同群ではrつ

声らなレ～』項βではくややそう思う③＞割合が他群に比

べ多い。

く父親＞

　特に子育てに協力的な群（①）では、r充実胸『楽

しセ、』rときめき』r自信がある』の4項目では、く非

常にそう思う①かなりそう思う②＞の割合が他群に比べ

・多レ）。rまた』『空し彰、』r別の生き方をしたい』rつま

らない』の項目ではく非常にそう思わない①かなりそう

思わない②＞4）割合が他群に比ぺ多い。子育てに協力的

な群（①②）では、『良い素質がある』の項目ではそう

思う割合が他群に比べ多く、r物事がうまくこなせ

ない』『ダメな人間だとおもう』項目ではそうは思わな

いという割合が他群に比べ多い。

ノ1、括

・多くの母親は『充実感がある』r楽しい』と、気分

　的には肯定的に自分を受け止めている。

・だが、r別の生き方をしたい』あるいはrダメな人

間だと思う』などの割合も少なくはなく、現在の暮

　しのなかで自分自身を全体的に肯定的に受け止めて

いるとはいえない面もある。

・夫の子育ての協力も、母親が肯定的に自分を受け止

められているかに影響を与えている。

・多くの父親はr充実感がある』を初めとし全項目で

肯定的に自分を受け止めている傾向がみられる。

母親と父親を比較すると、r別の生き方をしたい』

　r自信』r素質』r物事のこなし方』rダメな人間

』などの項目では、父親は自己否定的に回答した割

合が母親に比べ少ない。
・’

た、子育てに協力的である父親群では他群に比べ

自分をより肯定的に感じている。

　（8）　子ども好きかどうか

’①対象全体

　子ども好きな母親は83．鑑子ども好きではない母親は

66例一16．嬬である。

　子ども好きな父親は92，9瓢子ども娃きではない父親は

25例一7．1％である。

②夫の子育ての協力別クロス集計

　母親の場合は・夫の子育ての協力によって子ども好き

かどうかの関連は認められなかった。

父親の場合は、父親自身が子育てに自分は非常に協力的

であるという群（①）では、子どもが好きであるという

割合が他群に比ぺ多いみ

ノ1、括

・親の多くは子ども好きである。

・子育てに協力的な父親は、子ども好きな割合が他群

　に比べ多い傾向がある。
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3　く母親及び父親イメージについて＞の結果

（1）全体の傾向

母親・父親イメージを表す30項目について7段階スケ

ールで得られた平均値について検討した。

　得点1に近い程く非常にそう思う＞で、得点7に近い

程く非常にそう思わない＞回答である。

①r母親イメージ』　　　　　（衰H－1－1）

　◎『昔の母親イメージ』1

　表は、各項目の得点の平均値を得点順に並ぺ換えたも

のである。

　r昔の母親イメージ』の特徴としては、思いやりと忍

耐をもって家族の世話をしているイメージがある。

　⑤r母親としてのあなた自身のイメージ』

　他の3つの母親イメージの平均値と比較すると、得点

1に近い項目が少なく』多くの項目の平均得点値は3～

4に分布しており、母親としてΦイメ』ジがまだ確信的

なものとして把握されていない傾向がある。

　また、昔の母親イメージと比較すると、昔の母親イメ

ージでくそう思わない＞という平均値．（4，1以上）の合

理的・視野が広い・自分の考えを通すなどの7項目が、

今の母親の場合はくそう思う＞という平均値で表されて

おり、昔の母親イメージとその様相を異にしている。

　現実的・好奇心旺盛・自分の考えを通すの項目が上位

にきていることが、他の3つの母親イメージと異なる。

　r母親として自分自身のイメージ』の特徴は、現実的

で好奇心旺盛で自分の考えを通すところがあり、家族の

世話をしている母親イメージがある。

　◎r将来、志向する母親イメージ』

　母親自身の母親イメージと比較すると、自身の母親イ

メージでは平均値が低かった包み込むような・頼もしい

　・視野が広い・穏やかなの項目の平均値が高い。r自分

の考えを通す』の平均値は3・5に下がっており順位も降

下している。

　　r将来、志向する母親イメージ』の特徴は、自己中心

的・自己主張的ではなく、社会に対して関心をもち視野

が広く、感情表現も豊かで包容性をもって家族を守る穏

やかな母親イメージである。一

　・＠ 『社会が期待する母親イメージ』

　志向する母親イメージに比べ、社会が期待する母親イ

メージでは、社会の常識を重視・耐えることができる・

世話をするの項目の平均値が高い。

　また、＜そう思わない＞という平均値の項目は依存的

・支配的・自己本位であり、これも志向する母親イメー

ジと同じ項目があげられている。

　r社会が期待する母親イメージ』の特徴は、自己中心

的あるいは自己主張的ではなく、社会に対して関心をも

ち視野が広く、また社会の常識を重んじ、・ 感情表現も豊

かで包容性をもって家族を守る穏やかさのある母親イメ

ージである。

　◎　全体の傾向一各母親イメージの相関

　　　　　　　　　　　　　　　　（表∬一1－2）

　r昔の母親・母親としての自分自身・将来、志向する

母親・社会が期待する母親』の4つの母親イメージの相

関を、平均値を基に算出したところ次のことが認められ

た。

　＊自分自身のイメージは、昔の母親・志向する母親・

　　社会が期待する母親とも相関係数力抵い。

　＊将来志向する母親と社会が期待する母親のイメージ

　　は非常に相関が高く、そのイメージはほぼ≒致して

　　いる。

　＊昔の母親イメージは、自分自身のイメージとは相関

　　が低いが、社会が期待する母親イメージとは相関が

　　高く、志向する母親イメージとも相関がある。

②　　『父親イメージ』

　＠『昔の父親イメージ』　　　　　（表∬一2－1）

　『昔の父親イメージ』の特徴は、社会の常識を重んじ

厳格で、』自分を主張し指導力をもって家族を支えるイメ

ージである。、

　⑤r父親としてのあなた自身の父親イメージ』

　他の3つの父親イメrジの平均値と比較すると・得点

1に近い項目力沙なく、多くの項目の平土甥尋点値は3～

4に分布しており、父親としてのイメージが・くそう思

う＞という確信的なものとして把握されていない傾向が

母親と同様にみられる。

　r父親自身の父親イメージ』の特徴は、現実的な・好

奇心旺盛なと父親イ メ」ジであるふ

　◎r将来、志向する父親イメージ』

　そう思うの上位7項目は表の通りであるが・決断力 ・

頼もしい・指導ヵなど・昔の父親イメrジで上位にあっ

た項目が同様にあげられ、なおその平均値も上昇してい

る。だが、 昔の父親と現在の自分自身の父親イメージで

あげられたr社会の常識を重視する』r自分の考えを通

す」は降下し平均値も低くなっている6そして、新たに

r視野が広い」r包みこむような』の項目があげられて

いる。
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　志向する父親像の特徴は、視野が広く指導性があり、

包容性をもって家族を支える父親イメージである。

　＠．r社会が期待する父親イメージ』

　社会が期待する父親イメージで上位に挙げられた項目

と志向する父親イメージで挙げられた項目は同じである

　◎　全体の傾向一各父親イメ」ジの相関

　　　　　　　　　　　　　　　　（表n－2－2）
　30項目のイメージ全体における昔の父親・父親とし

ての自分自身・将来志向する父親・社会が期待する父親

の4つのグルーブについて検討した結果、次のことが認

められた。

　＊母親イメージと同様に父親イメージも将来・志向す

　　る父親イメージと社会が期待する父親イメージの相

　　関が高く、ほぼ」致している。

　＊昔の父親イメージは、現在の父親自身のイメージと

　　かなり相関があるが、将来志向する父親イメージや

　社会が期待するものとは相関力紙い。

　＊現在の父親イメージは、昔の父親イメージや将来志

　向する父親イメージそして社会が期待するものと、

　かなりの相関を有していることがわかった。

（2）因子分析による結果

①母親イメージの因子分析

　　　　　　　　　　　　（表∬一3－1（鞭））
　＠『昔の母親イメージ』

　第1因子には耐える・思いやり・献身性・世話をする

などの項目があげられ、く忍耐と包容性のある養育性＞

と名付けられる因子が抽出された。第2因子としは〈非

理性的な指導性＞と名付けられる因子である。

　昔の母親像はr忍耐づよく穏やかではあるがしっかり

と家族の中を治めている母親像』として把えられて

いるP
　⑮r母親としてのあなた自身の母親イメージ』

　第1因子は穏やか・純粋・包みこむような』り素直な、

そしてしなやかではないの項目が挙げられく素直な包容

性＞と名づけられる因子が抽出された。1第2因子として

はく忍耐のある養育性＞・第3因子どしてはく決断力の

ある指導性＞が抽出された。

　自分自身の母親像は、まず穏やかで純粋で素直な包容

性があるがし なやかさがない。他者への働きかけを表す

ものというより自己の資質を表すものが因子として抽出

された。昔の母親において第1因子r第2因子に抽出さ

れた項目は・ここでは第2・第3因子になっており養育

性と指導性がやや後退している傾向がある。

　自分自身の母親像はrしなやかではないが、穏やかで

素直な態度で家族の世話をしており、ある程度指導性も

ある母親像』として把えられている。

　◎『将来、志向する母親イメージ』

・第1因子は純粋・素直・包みこむような・しなやかさ

・世話などの項目でく純朴で包容性のある養育性＞、第

2因子はく非支配的な厳格性＞｛第3因子く社会性のあ

る指導性＞と名付けられる因子が抽出された。

　現在の自分自身の母親像に比べ、献身性・世話をする

・しなやかさが第1因子に抽出され、また第2因子では

支配性・自已本位・依存性が否定因子どして抽出されて

いる。

　志向する母親像は、r純朴で包容性のある態度で献身

的に家族の世話をし、厳格ではあるが中庸で、社会性の

ある指導性をもった母親像』として把えられている。

＠r社会が期待する母親イメージ』

　第1因子としてはく忍耐と共感性のある養育性＞、第

2因子としては〈感性と社会性のある指導性＞、第3因

子としてはく非支配性＞と名付けられる因子が抽出され

た。第1因子は、昔の母親イメージで第1因子に抽出さ

れた8項目が同様に抽出されているが、共感性や純粋・

素直などの項目がここでは抽出されており、共感性など

の受容性もあげられている。

　社会が期待する母親はr共感性と忍耐をもって家族の

世話をし、かっ感性と社会性のある指導性を持ち非支配

的な態度である母親像』として把えられている。．

②父親イメージの因子分析

　　　　　　　　　　　　（表H－3－2α麗④）
　◎『昔の父親イメージ』

　第1因子は決断力がある・頼もしい・厳格な・家族を

支える・社会の常識を重視・包み込むようなの項目で、

く強く厳しいが包容性のある指導性＞と名付けられる因

子が抽出された。第2因子ではく非合理的だが社会性の

ある理性＞・第3因子としてはく忍耐のある養育性＞が

抽出された。

　昔の父親にはr社会の常識を璽んじ、・厳しさと理性を

備えた指導性がある。そして包容性と忍耐をもって家族

を支えている父親像』が認められる。

　⑥r父親としてあなた自身のイメージ』

　第1因子は指導力・頼もしい・家族を支える・決断力

・思いやり・包み込むようななどの項目で、く強い斜憂

しい包容性のある指導性＞と名付けられる因子が抽出さ

れた。昔の父親に比べ・厳格さ・社会の常識を重視する

項目に替わり・思いやり・純粋さの項目があげられ、厳
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しさより優しさがある父親像がうかがえる。第2因子で

はく従順な献身性＞の因子が、第3因子としてはく社会

性のある理性＞が抽出された。

　自分自身はr包容性！指導性・理性 ・社会性がある。

そして優しさと献身性をもって家族を支える父親像』と

して把えられている。

　◎r将来、 志向する父親イメージ』

　第1因子は頼もしい・決断力・家族を支える・包み込

むような・指導力・思いやりの項目で、く強いが優しい

包容性のある指導性＞と名付けられる因子が抽出された

。第2因子はrしなやかな共感性』が、第3因子として

はr非支配的な中庸性』が抽出されたg

　将来志向する父親像はr強い刺憂しい包容性のある指

導性をもって、そしてしなやかさや共感性をもって家族

を支えていく父親像』として把えられている。

＠r社会が期待する父親像』

　第1因子は将来志向する父親像と類似しているが》厳

格・視野が広いの項目が入っておりく厳格で社会性と包

容性のある指導性＞と名付けられる因子が抽出された。

第2因子としては〈忍耐と理性＞が、第3因子としては

くしなやかな感性＞が抽出された。

　社会が期待する父親像は『厳格で社会性がありまた理

性的である。かっ包容性をもって家族そ支える。忍耐性

や感性もある父親像』として把えられている。

IV考察

（1）　子育てと仕事の両立の意識と、子育てをしてい

　　　犀時の意識や感情について

　対象の母親の多くは仕事をもち乳幼児の子育てをして

おり、子育てと仕事を両立させながら生活をしている。

そして、その母親達の7、3％は今後も子育てと仕事を両

立させてやっていく意識を持っている。また、 父親の6

0錫は、仕事に影響を及ぼさない限り協力してやってい

くという意識を持っている。

　このように子育てと仕事を両立させている父親・母親

達の子育てをしている時の意識や感情にっいて検討した

とこう、次のような結果力鵜られた。

①父親・母親の多くは・子どもを育てている時の気持

ちは肯定的であり～親としての自分を肯定的に受け止め

ている。しかし、行動が制限されうあるいは精神的に疲

れるなどの割合が多く、子育てをしている現在の生活が

大変であることが推察される。

②現在の暮らしの中での自分については、母親は充実

感があるなど、気分的には母親としての自分を肯定的に

受け止めている。だが、 別な生き方をしたいという割合

も少なくなく、現在の生活における自分を全面的に肯定

して受け止められていないことがわかった。

父親も行動の制限を感じてはいるが、父親として受け

止め方や自尊感情では自己肯定的であり、母親に比べ自

己否定的な割合は少ない。

③夫の子育ての協力別に上記ついて検討した結果、母

親がく夫は子育てに協力的である＞と評価している群で

は、母親の子どもに対する気持ちが肯定的で、また母親

としての自己肯定感なども高い傾向がある。父親自身が

自分は子育てに協力的であると自己価している群では、

子どもに対する気持ちや、父親としての自己肯定感など

が高い傾向がある6

　以上のことから、『母親が子育てと仕事を両立させて

いく時には、〈夫の子育ての協力＞が母親の気持ちを安

定させ、母親が肯定的な気持ちで子どもに関わることが

でき、そして母親としても充実感をもって生活できる重

要な要因であること』が認められた。

親がく仕事と子育てが両立している＞という、状態は・

まず〈家族が安全につつがなく生活でき、問題解決能力

をもっている＞ということが基本になるであろう。しか

し、このことのみで、仕事と子育てが両立しているとい

えるであろうか。

　仕事と子育てが両立しているということには・日常生

活の遂行だけではなく、どのような自己肯定感をもって

生活をしているかということも含まれるのではないだろ

うか。一咽人として・親として・夫婦としての充足感

あるいは自尊感情（self』es繍）は、その個人の生活全

体における精神的な安定度をみる指標ともなる。

仕事と子育てを両立させている要因を考える時に、こ

のようにく生活者としての自分＞をどのように把えてい

るかという自己肯定感など、精神面に関する視点を持つ

ことも重要である。

　この意味において、子育てと仕事の両立についての考

察をする。

＊我々の調査では、妻（母親）の自己肯定感は夫に比べ

やや低い傾向ありその肯定感に違いが認められた。妻（

母親）が、 自分を十分に肯定的に受け止めにぐいどころ

があるとしたならば、仕事と子育てが両立しているとい

うには十分ではないのではないだろうか。精神的な意味
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においては、仕事と子育てが両立し生活力汁分に安定し

ているとは認められにくい。

婁の自己肯定感や安定した精襯犬態に関しては、夫の

協力が重要な要因であることが認められた。だが、実態

は、くできる範囲での協力＞と夫たちが回答しており、

夫の協力を十分に得られにくい背景について検討してい

かなければならない。

　日本の社会では、職業生活と家庭生活に関してまだ伝

統的な性的1館II分業の価値観がある。 今日では、男性の

家庭生活回帰現象や家庭生活に関われるような施策も打

ち出されてはきている・ そして、女性の仕事に対する意

識の変化や社会の期待など、女性の仕事に対する価値観

も変化しつうあり、伝統的な価値観と変化しつつある価

値観という波が混在しているのが現状であ嶺しかし、

性的役割分業の価植観は厳然とあり、女性の心の環境に

影響を及ぼしている社会の価値観などについてはまだま

だ考えていかなけれならないことがある。

　調査では《夫の家事や子育ての協力はく仕事に影響を

及ぼさない限り、家事はできる範囲で協力＞という夫の

割合が多かった。まさに伝統的な役割分業の価値観の現

れでもあり、また職業生活が中心となっている現突の生

活での実態である。三．

　小西淑子9，の r共働きの夫の意識と生活技術調査一90

年」調査でも・共働きの夫たちは家事に対して積極的で

はなかった。困った時に手伝うとか、分担を決めずに手

があいている人がすればよいなどと家事に関しては消極

的であるという結果が出ている。

　しかし、妻が家庭生活をくできる範囲で協力する＞と

男性のように実行したらどうであろうか、生活の営みの

一部である家庭生活を維持することは不可能に近い。

　家庭生活の運営に関して、我々はく協力＞という言葉

を対等性のある言葉として使づているだろうか。多くは

援助・手伝いという意味合いをもって使われている。家

事も育児も生活の営みの一部であるという認識が生まれ

てくれぱ・協力＝手伝いという発想はおきにくいのでは

ないだろうか。夫婦（バートナー）の間で、生活者とし

ての生活の営み〔育児・家事を含めて）についてどのよ

うにしていくかなど十分に話され・共有され、そして彼

らが自分達の生活を作っていくことが、仕事と生活を両

立させていくことの第一歩であろう。

　しかし、現実には性による役割分業などの価値観があ

る。男女が家事や育児を含んだ生活の営み全体に関わる

という価値観に至るまでにはく時＞奪必要とするであろ

う。

　職業生活を包含した全生活を通した男女のあり方をみ

ると、男性は職業生活に主たる力を注ぎ、生活＝サバイ

バルの面では、婁など他の人の働きと援助によって成り

立っている人が多勢である。しかし、1女性の場合には、

子育て・生活を補助的にしていてよいという選択の余地

や機会に恵まれることは、今の日本の社会では稀有であ

る。このことは・補助的あるいは選択的に家庭生活に参

加できる環境にある男性との大きな違いである。

　このような状況を考えると、女性が職業生活と子育て

をも含めた生活を両立させているという意識がもてるよ

うになるには・性による役割分業観など社会の価値観な

どが今後どのように変わるか∵変えていくかによるとこ

ろが大きいであろう。

　そして、職業及び家庭生活などを含めた全生活におけ

る自分自身の受け止め方（se1卜es蜘）をみた時、共働

きの夫婦の間で差異があるということについても、上記

の状況を踏まえて今後十分に検討されていかなけれぱな

らない。

＊父親達の意識を調査結果の父親イメージより検討する

と、次のような意識の変化の兆が認められた。く志向す

る父親・社会が期待する父親イメージ＞の中ではr思い

やりのある』r世話をする」項目の平均値が高かった。

また・因子分析ではrしなやかさ』がく自分自身・志向

する父親＞の第2因子として、〈社会が期待する父親＞

の第3因子に抽出されている。特にこの調査対象が都市

ぱかりではなく伝統的な価値観が残っているといわれて

いる地方都市を背景にしているので1この意識の変化の

兆しには意味があると考える。

　しかし他方、く社会が期待する母親イメージ＞の中に

昔の母親イメージがあることが認められている。また、

因子分析の第1因子の中に共通してr耐える』　r献．

身的」’r待つことができる』 r従順な」r世話をする』

などの項目が抽出されており、母親の母親イメージの変

化は認められにくかった。

　また、袖井孝子ゆ のr女性の自立に関する研究
一1992年」によると1女性が期待する男性の自立像は、

職業に従事・家族を経済的に支える・信念を持っで、男

性の家事・育児・身辺自立を重要視していないという報

告もある。女性側の男性に対する期待あるいは自立像な’

どが・どのような価値観・意識の基に形成されているか

などについても検討していかなけれぱならない。
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（2）母親及び父親イメージについて

　母親・父親イメージにづいて検討したが次のような結

果が認められた。

①母親イメージ
㊨母親イメージの全体の傾向としては、r家族を支え

る」「思いやりのある』項目が高い得点であり、また上

位に抽出され、因子分析でもr養育性』とr指導性」が

抽出された。母親イメージを特徴的に表すものとしては

r養育性』が認められる。

　⑤昔の母親イメージとしては、非理性的で控えめで思

いやりがあり、忍耐づよく世話をしている母親像が認め

られた。

　◎そして、昔の母親イメージは将来志向する母親・社

会が期待する母親イメージとの相関がある。第1因子を

構成する共通の項目は、耐える・思いやり・献身的・世

話・包み込むようなである。母親達が志向する母親イメ

ージの基底にはく昔の母親イメージ＞があるご

　＠現在の母親自身の母親イメージは、昔の母親・志向

する母親・社会が期待する母親イメージとは相関が

低く、かなり独自性がある志母親は子どもにたいして包

容性をもって素朴に受容し、世話をしていることが認め

られた。また、自分の考えを通すなど自邑主張のある態

度が認められたが、 全項目の平均得点値が他に比べ低い

傾向があるので、母親として自分のイメージが十分に確

信的なものとして把握されていない傾向がある。

◎志向する母親・社会が期待する母親イメージの中でも

昔の母親イメージと相違するところがある。それは、昔

の母親イメージでは得点の低かったr視野が広い」r盛

情表現の豊かな」という項目の得点が高いことである。

　現代の母親達の母親イメージの中に・昔の母親イメー

ジ＞があるが、社会性の要素が必要であることも認めて

いる。

＊今のく母親自身の母親イメージ＞は、＜昔の母親や志

向する母親のイメージ＞と異なることがあ駄それは自

己主張をするところなどである。母親自身の母親イメー

ジと他の3っの母親イメージとの間にはこのような解離

がある。だが、く志向する母親イメージ＞やく社会が期

待している母親イメージ＞にく昔の母親イメージ＞をみ

ていることから、現代の母親の母性心理の基底には昔の

母親イメージがあると考えられる。

　また、前述の調査結果と合わせて考察すると、夫の協

力度が十分でない状態でもまた母親自身の疲労などがあ

っても、母親達が比較的安定した気持ちで子どもに関わ

って生活をしているのは」母親イメージ（理想）の中に

みられるく耐えること・献身的・世話をする＞要素など

の、無意識的活動によるものとも考えられる。

　意識の上で昔の母親イメージを払拭していても、昔の

母親イメージ翻無意識の中に存在しており、このような

心的事実が、現実の生活で子育てや家事などを全面的に

引き受けていることへの不潤感を顕在化させにくくして

いる要因になっているのではないだろうか。

　＊現在の自分のイメニジと解離したイメージが志向す

る母親イメージの中に認められたことや、社会の期待す

る母親イメ 一ジはどのように作られるのかなどにつ

いて、今後の研究によりさらに検討を深めていかなけれ

ぱならない。

②父親イメージ
　③父親イメージの全体の傾向としては・r家族を支え

る」項目が高い得点で抽出された。また、因子分析でも’

r包容性」とr指導性』力舳出され、父親イメ」ジとし

てはr包容性のある指導性をもづて家族を支える父

親像」が考えられる。

　⑤r父親としての自分自身のイメージ』は1 昔の父親

イメージと類似しており、自分の考えを通す・常識を重

んじる・家族を支えるごとは共通しているが、決断力・

頼もしさ・指導力の平均値測氏く、また上位にあげられ

七いなく、’昔の父親に比ぺ指導性のある父親イメージは

低い傾向がある。

◎r将来の父親イメージ』では社会に視野が開かれ・

頼もしく・決断力・指導力があり、かつ包容性をもっ宅

家族を支える父親イメージがえがかれている。また㍉ 芦
の父親や自分自身のイメージでは肯定的な態度を示す平

均値であったr支配的」　r自己本位な」の項目は、そう

は思わないという平均値を示し自己中心的な要素を否定

している。そして現在の自分のイメージに比べ、1多くの

項目でより肯定的なイメージを示している。

　◎r社会が期待する父親イメージ』では自分が志向す

る父親イメージとほぼ同じ傾向を示す。

＊現代の父親イメージは昔の父親・志向する父親・社会

が期待する父親と闇に相関を有している。しかし、昔の

父親イメージは志向する父親・社会の期待するものとの

番目関力材氏い。

　父親自身は、将来に向かっては社会の期待するものに
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添うような父親イメージを志向し・社会の期待に同調的

な面があるが、昔の父親イメージを払拭していないこと

から考えると、父親自身は父親像をつかみにくい状況に

あるのではないだろうか。

　昔の父親イメージは．将来に向かってはかなりその様

相を異にし、評価が変化していく可能性があるのではな

いかと考えられる。 また、因子分析の結果からは、しな

やかさ・共感性などの受容的因子が現在の父親・将来の

父親・社会の父親に抽出されており、これが昔の父親イ

メージとの違いであることが示唆された。

　また・現在の父親自身では、強く優しく包容性のある

指導性の因子と、献身性など受容的な因子も認められ、

現代の父親は子どもを育ていく際の養育性や受容性を大

切にしていることも示唆された。

本調査研究にあたり、愛知教育大学西村洲衛男教授には

多くのご教示を賜り感謝申しあげます。また、日本総合
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学教授） 、吉川政夫（東海大学助教授）、山本清恵、稗

田涼子先生方には質問紙作成などに関してご示唆・ご協

力をいただき感謝申しあげます。調査をお引き受けくだ

さいました保育園の先生方とご両親に心からお礼申しあ

げます。
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千賀他：2．家庭養育機能と職業生活との両立に関する研究

（衷工一1－1）あな琵は普殴の生活でお子さんと過ごしている時、どのような気持ちですか。

非常に、 かなり ややそう』 どちらとb ややそう かなりそう 非常にそう 言t 平均得点

① 対象全休一一栂親 そう思う① そう思う② 思う　　③ 言えない④ 思わない⑤ 思わ乍し、◎ 思わなも、⑦ 困　OP 橡準礪差

1し、とむしい

鯉魍
78（20．4） 19（ 凱0）

一〇 重（α3） 1（α3） 織（106．o）
i，9生α9

2　疲れを感じる 1（1．8） 30（』7．8）
1お（・33．4）

89（餓2）

鯉塑皿
383（ユ00．O） 4．互土且．4

3　楽しい 1互0（28．7）

鯉 幽o） 26（◎8〉 0 夏（α3） o 383（1d甑0） 乞し土 （し9

4　逃げ出したくなる． 3（α8） 7（1．8） 46（且2．0） 64（107〉 49（1之8）『 69（・1ao） 145（3ス9） 383（100．0） 54 ・士重．6

5　喜びを感じる

遡蝋週
鈎（3φ 皇（α3） 0 0　 383（ユOD．O） a夏土（し9

6　心配になる 30（乳8） 46（1aoゴ 1夏3（．29．5） 78（20．4） 49（1a8） 36（軌4） 3夏（aD
383（ユ0既0） 38士1．6

7一欲暁し・一 雌3）幽塑
　『
7（917） 6（1．6） 1（α3） 　0 383（100．0） 2．重士1．！

8イライラする 5（1』3） 8（2，1） 39（．10，2）
69（1ao）

鯉塑鯉
383（100．O） ε4土且．6

9自僖がなくなる 6（1．6） 重8（4．7） 70（18．3＞ 95（24．8y

塑遡鯉
麟（100．o）

4．ア±且．6

10気持ちがなごむ

遡遡 f幽 40（1α4） 1重（ 乞9） 0・ Kα3） 鵠（mφ a4土1，1’

11　かわいい

麹魍遡
5（1．」） 1（、⑬ 0 0 舘3（100，0） 旦．5土征ア

12憎らしく感じる 6（1．6） 5（量．3） 32（8．4） 52（1＆6）

鯉週鯉
383（100，0） 覧8よ1．6

13　安らぎを感じる 97（ 253） n4（29』8） 95（25．D｝ 64（107）

遡皿避
識（夏Oo，o） a4士1．2

14　やっかいな感じがする 3（、α8） 3（0，8） 38（9，9） 49（1a8）

魍遡
重67（43，6）『 383（100．O） こ7よa2

含計例数＝無効数一35 合計418例
注）平均得点にづし、て一＊鴛点がくi～3 9〉の場合は〈そう患う＞ζ

＊碍点が〈4．1～7〉の場合はくそう思わない〉と、その項目を否定してぴる
＊得点4は中間値である
＊以下、各表における平均霧点も上記のように規定した

非常に かなり ややそう どちらとも ややそう かなりそう 非耽そう ．計 平均褐点
②　対象全体一一父親 そう思う① そう思う② 思う　　③ 言えない④ 思わなし、⑤ 思わない⑥ 思わない⑦ 例　（＝） 操準信差

1　いとおしい

遡遡 堕4） 3正（9』8）’ 4（i．3） 2（α6） 2（016） 315（1αD．0） a3’
11

2　畷れを感じる 5（L6） 13（4．里） 73（23．2） 90（28，6）

鯉盟塑
315（10D．0） 4．5よ1．5

合楽しい

幽鯉
88（2ア．9） 正715

4）

3（夏．O） 1（、α3） 2（0．6） 3し5（100．0） a2士1，0

4逃t拙騰くなる 5（ 里・6） 2（d．6） 21（6．D 52（16，5）

魍塑 幽4）315（100．0） 義6上1．5

5喜びを感じる 87（2716）

魍過
24（L6）’ 2（0，6） し（0，3） 1（α3） 315（1ΦO． 0）

乞2‡1．0

6　心配になる 正7（ε4） 30（1 ．5） マ5（2318） 72（忽9） 42（13，3） 40（12わ 39（夏24） 315（1α0．0） 4．2宝Lア

7、一緒にいたい

塑鯉遡
釧（且0，8） 4（夏，3） 2（ α6） 3（正．0） 315（100．0） 2，3土互．1

8イライラする 4（重．3） 1（0．3） 12（3，8） 駈（1胸

魍鯉麺
315（1ゆ0，0） 57‡1．4

9　自侮がなくなる
5（ 夏，6） 10（3．2） 14（4．4） 53（16，8）

魎
図（2丘7） 97（ 鐙8） 315（100，0） 凱5士i．5

10　気持ちがなごむ

盟魍塑
122（LO） 31Lの

1（1α3〉 2（α6） 315（10銑0） 乞2±1．ゆ

11　かわいい 147（46．7）

幽璽
9（2，9） 4（止．3）

Φ1
1（ α3〉 3し5（1DD．0） 1．8出0，9

12憎鮎憾じるF 5（ L6） 5（1．6） 13（4，1） 3ア（1亜，7） 額（量0．8）『
62（庶7）

魎
315（100．0） 乳9よ1．4

13妻らぎを感じる

塑遡遡
47（夏4』9》

単鯉趙
315（100．0） a5士L2

14　やつかいな感じがする 3（ LO） 2（O，6） 25（乳9） 43（臓ブ〉 鋤（1α8） 73（2＆2） 1徳（4ag） 3L5（100．0） 5．7上L4

合計例敗＝無効数一65 合計380　例
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あなたは現在子育てをしていて・母親である自分をどのように感じていますかo

非常に かなり ややそう どぢらとも ややそう かなりそう 非常にそう 計 平均得点

①　対象全体一母観 そう思う① そう思う② 思う　　③ 言えない④ 思わない⑤ 思わない⑤ 思わない⑦ 例　GP 標準偏差

1　母親であることに充奥感

鯉 雌0）魍9） 58（悠8） 16（鳳4） 2（α5） 2（α5） 366（100．0） a6士1．2
を感じる

2　母親になつて気持ちが嬉 鯉」7）

魍 皿8）
87（23．8） 22（6，0） 9（a㊦ 2（0，5） 366（100．0） aoよ1．2

ち着いてきた

3　母現であることに生きが 皿2）遡鯉
79（2L6） 皇4（a8） 5（1．4） 4（1．童） 366（100．O） 2アよ真．3

いを感じる

4　母親になつてb、ら成員し

遡遡魍
60（1脳） 8（2，2） 3（α8） o 366（互00．0） 2．6±1．亘

てき昆

5　母親としてのふるまいが 24（ε6） 55（1義0） 130（35，5） 109（29．8） 32（a7） 10（a7） 6（1，6） 366（ユ00．0） ＆4土1．2
板についてき莚

6　母親としての自分に自億

鯉遡魍
U3（風9） 52（風2） 18（4，9） 4（L1） 366（100．0〉 a6土L2

が出てきた

7母親であることが好きだ

遡遡魍
62（16，9） 6（！，6） 2（“5） 5（1，4） 366（100，0） 2，6士夏，2

8　子育てが負坦に懇じる 1（0，3） 8（22） 53（14．5） 83（22．7）

塑塑遡
366（夏00．0） 50士1．4

9　世の中から取り残された 4（1．1〉 8（a2） 38（10，の 66（1ao）

遡
80（2L9） 113（30．9） 366（100，0） 歌4±1，5

感じがする

10　行動が制限される 帥（10．正） 86（23．5） 獅（36．9） 49（13，4）

鋤鯉皿
366（100．0） a1士L4

11　視野が蒙くなるようだ 9（2．5） 14（3，8） 49（13．4） 緬（23．2）

鯉魍遡
366（10Φ，① 4，9士L6

12　田親として不適絡ではな LO（a7） 22（虚O） 59（里6．i） 107（29．2）

塑鯉鋤
366（LOO．O） 4，5土夏．5

し、わ・思う

13　子育てに自億がなぴ 5（1．4＞ 20（55） 44（ユao） 88（24，0）

職鱒魍
366（重00．0） 4，8血1．4

14　子育ては靖神的に疲れる ヨ0（2．7） 30（8．2） 図（2ao） 83（2a7） 60（1◎4）

鯉魍
366（100．0） 4．4士重．6

合計倒数＝無効数一52 舎計4L8例

非常に かなり ややそう どちらとも ややそう かなりそう 非常にそう 翫 平均得点

②　対象全体一父親 そう思う① そう思う② 思う　③ 言えなぴ④ 思わない⑤ 思わない⑤ 思わなし、⑦ 例　Gゆ 標準僑菱

1　父親であることに充爽感

鯉 雌0）雌6）
53（16．5） 14（4．3） 3（α9） 4（ ！．2） 322（重00．0） 28士重．2

を感じる

2　父親になつて気持ちが落 38（1！．8）

鯉
鯉』皇） 75（2欲3） 12（＆D Kα3） 3（α9） 躍（μo） a8士且．1

ち着いて宕絶

3　父親でおるこζに生善が 37（11．5）一

鯉遡
76（2亀6） 10（a1） 1（α3） 2（q6） 322（真00．D） a8ま重．正

いを感じる

4　父親になつてから成長し 迎6）鯉魍
％（29．2） 13（鳳O） 3（α9） 3（α9） 322（100，0〉 ao士1．互

てきた

5　父親としてのみるまいが 12（3．7） 37（童正．5） 106（32，9） 129（40、1） 24（7．5） 7（2．2） 7（a2） 322（1蔚O） 3，5士1．1

板についてぎた

6　父覗としての自分に自信 　8（2．5）一

皿鯉
128（39．8） 25（7．8） 9（a8） 5（！．6） 322（10D．0） 3，5±1，1

が出てき昆

7　父親であることが好きだ 47（14．6） 79（24．5）一

遡
83（25．8〉 ！5（4．7） 1（o，3） 5（1，6＞ 322（し0Φ．0） ag士1．2

8子育てが員担晦じる 2（O，6） 7（a2） 29（～し0） 66（20．5）

遡
81（25．2）『 66（20．5） 322（夏億0） 52士1．4

9　世の中から取り残され昆 o 重（0．3） 14（4．3） 49（厩2）

遡塑幽
322（100．0） 5，8±1．2

感じがする

10　行動が制限される 9（2．8） 釧（正0．6） 重22（3乳9） 60（正a6）

遡遡
28（a7）一 322（100，0） 39士1，5

11　視野が狭くなるようだ o 4（L2） 18（5．6） 61（18．9）

鯉鯉塑
322（100．O） 巳5土1，3

12　父観として不適格ではな 4（L2） 5（里，6） 34（艮0，6） 78（24，2） 5皇（1巳8） 82（255）

盟
322（100．0） 5正士！，4

いか思う

13　子育てに自信がない 3（α9） 2（α6） 24（7．5） 7且（22．0＞

幽
86（2丘7） 73（22．7） 322（10Φ．0） 敦3士1．3

14　子腎ては精神的に疲れる 3（α9） 9（2，8） 72（22，4） 63（196） 46（風3）

塑鯉
322（童00．0） 4．8士1．6

合計例数＝無効敗一53 合計380例
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（表工一1－2）

千賀他＝2．家庭養育機能と職業生活との両立に関する研究

子鞭腰雛終認鍋書葛。ス親†齪服）

母親の回答 父親の回答

夫の子育ての協力は？

子　ども　に対す　る　気爵　ち

1　　いとお　し　い Pく0．01有意差あり （一）

2　 疲れを惑じる （一） P　く　0．0夏　　宥　意　差　あ　り

3　　楽しい P　く　0，05　　有　意　差　あ　り P　＜　O．0皇　　有　意　差　あ　り

4　　　逃　げ　出　し　た　　く　な　る （一） （一）

5　　喜びを感じる P　く　Φ．01　 有　意　差　あ　り P　く　O．0正　　有　意　差　あ　り

6　　心配になる （一） （一）

7　　一繕にいたい P　く　Φ，05　　有　意　差　あ　り P　く　O．01　　有意差あ　り

8　　イライラする P　く　ゆ．¢1　　宥　意　普　あ　り （一）

9　　自信がな　くなる P　く　0．Φ5　　有　意　差　あ　り （一）

1　0　　気揖 ちがなごむ （一） P　く　0．01　　有　意差　あ　り

1　1　、かわいい （一） P　く　O．05　　有　意差　あ　り

1　2　　　　憎　ら　　し　　く　悠　　じ　る （一） （一）

⊥　3　　　安　ら　ぎ　を　感　じ　る （一） （一）

1　4　　　　や　つ　か、　し、　な　感　　じ　が　す　る （一） （一）

（表∬一2－2） 興あ錫攣終擁舗鷲骸繍縫基藁1’るか
匿親の囹答 父親の回答

矢の子育ての協力は？

躍一うと
鹸轄鯵§と

響羅羅　④　　協力的ではない

由親　・父親であるこ　とをどのように感じているか

1　　母槻・・父規であ　る　こ　と　に
　充実感を感じる

（一〉 P　く　O，01　　有　意　差　あ　り

2騒講馨諮耗気持 （一） P　く　0．01　　宥　意　墓　あ　り

3　星禦ぷ各婆憲豊薯ことに P　く　0．0重　　有　意　差　あ　り P　く　0．0重　　有意差あ　り

4　駿ぼ難なつてから （一） P　く　0．0重　　有慧差あ　り

5　黙ぷ雛考凝鰻る （一） P〈0．0夏　有意差あり

6　器誌聾疑の自分 （一） P　く　0．0正　　有意菱あ　り

7　　母親　・父競であるこ　とが
　好きだ

（一） P　く　O．01　　有意差あ　り

8　　　子　脊　て　が　負　書旦　に　感　じ　る （一）　． P　く　0，01　　宥　意『差　あ　り

9　　世の中から取り残された　　感じがする （一） （一）

1　0　　行　動が制　限　される （一） （一）

1　1　　　視　野　が　狭　く　な　る　よ　う　だ （一） P　く　0．01　　宥　意　差　あ　り

12
讐諮糠 野不適格 P　く　α．05　　有　意 差　あ　り P　く　0．01　　有　意　差　あ　り

1　3　　子育て　に　目　信がな　い P　〈　0．05　　脊　意　差　あ　り （一）

1　4　　　子　育　て　は　精　神　的　に　疲　れ る （一） P　く　0．01　　有　意　差　あ　り
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（衷1－3）父親は子育てや家壌に協力的ですか、 また誘し・あいをしていますか◎

①『』（曵総幡）あな昆のご主人は、子r育てに協力的ですか。

　（父親に）あ孕昆は子育てに協力的ですかo

協力的であ、る

　　　　①

蹄らわ’とい

と協力的

　　　　②

どちらかとい

と協力的で

ない　璽

協力的七｛鵠

　　　　⑱

　　計

数　（零）． 無効敗

合計

敵

由親』

父競

予蜜鵬力的で鋤

16工（42．4） 155（40．8〉
51

（13・盆） 14（3．7） 380
　（皇GO．φ

35 418

U4（32，6）1 183（52．3） 45（12．9） 8（2．3） 350
（100．b）

30 380

②（母親に）あなたのご主人は、家事に協力的セすか◎

　（父親に）あな蔑は家事に協力魯で望か。

騨父親

愈蠕力的轡か

G5（22．4） 142（37．4） 91（23．9） 621（重6．3） 380
（100・q）

35 418

65（18，6） 148（42．3） 111（31．7） 26（7，4） 350
（199・O）

．30 ．380

③（母親に）おなたはご主人と子どものことについて話しあし、ますか。

　（父親舛）あな昆は 奥様とそどものことについて話しあいますか。

括しあう

　　　　①

どちらかとい

と話しあう

　　　　②

どちらかとい

と話しあP
い　　　③

話しあわない

　　　　④

　　計

敗　（x） 無効数

合計

1鼓

母親

毘

子どものことについて

しあし糠すか

233（6夏．3）
’1Q8（28．4）

30（7．9）
9（・214） 380

（；00，①）

35 4廊

19Q（54．3） ユ24（35．4） 32（9．1） 4（1．1） 350
（100．D）

30 380

④（鰯め碗たが子どものこヒで働・気がかりなことや心配艇とがある時・

　　　　　　ご主人絃あな紀の話を聞いたり、r相綾にのづてくれますか。

ぐ交親に｝奥様が子どものととで何か気がかりなことや心配なことがある時y

　　　　あ、なたは奥様の話を聞い昆り、相談にのつていますo㌔

してくれる

　　　　①

どちらかとい

としてく

どちらかとい．

としてくれ

い　　　③

してくれない

　　　　④

　　．計

ぐ器） 無効顕

合計例敬

母覗

鏡

話を聞いてくれたり棺

にのつてくれますか’

246（う4・7芝 100（26・3） 27（η） 7（ 1・8） 3’80
（正0010）

』35
．41自

・94∫も5．4）
125（35．7） 27（7，7） 4（真・η 350

（100．0）

30 380
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　　　　　　　　　　　　　　千賀他：2．家庭養育機能と職業生活との両立に関する研究

（衷工一4一、）あなたは、細暮らし凝く白舶身をどのよう幅じてい榊．

①　対象全体一一母親
非常に

う思う①
かなり

う思う②
ややそう

う　　③
どちらとも

えなし、④
ややそう

わない⑤
かなりそう

わない◎
非常にそう

わなし、⑦ 計
平均得点

標準傭差

1　充翼感がある

皿盟魍
58（1凱7〉 36（皇8》 9（a4〉 2（α5） 369（100，0） 3，0土L2

2　楽しい

魍盟戯
69（しa7） 21（57） 6（皇．6） 3（α8》 369（夏00．O） 29土正．2

3　と巷めきを感じることが

皿
40（10，8〉一

塑
正20（32，5） 50（13，6） 36（9，8） ヨ8（4．9） 369（100．0） 3，8士皇，5

　ある
　空しい感じがする 6（1．6） 6（1．6） 47（12，7） 103（27．9） 78（2夏．1）

遡鯉
舗9（10D．O） 4．9士1．4

5別の生き方をしたいと思 17（4．6） 26（7．0） 緬（23．0） 66（1乳9）

鯉塑魁
369（100．0） 4．4土1，7

　　うことが⑦る
　変化がなくつまらない感 8（2，2） 監6（4．3） 49（夏33） 80（2L7） 78（2L1）

幽遡
369（100．0〉 4．9士1．5

　　じがする7　自分に目億がある

皿鯉鯉
し47（39．8） 66（重L9） 38（1α3） 25（08） 369（100．0） 4．2土夏，3

8　自分は良い素質があると

皿鯉鯉
血33（36，0） 76（20，6） 42（U．4） 20（M） 369（夏oo．o） 死2土1．3

　思う
　物票をうまくこなせない 9（2．4） 25（6．8〉 67（18．2） 重24（3a6）

盟遡皿
369（皇00．0） 4．2よ1．4

10　ダメな人閥だと思うこと 15（4．！） 25（（L8） 101（27．4） go（24．4〉

盟璽鋤
369（1DO．0） 4．亘士1．5

がある

合計例敗＝無効数一51 舎計4見8　例

②　対象全体一一父親
非常に

う思う①
かなり

う思う②
ややそう

う　　③
どちらとも
えない④

ややそう
わない⑤

かなりそう
わなひ⑥

非常にそう
わない⑦ 計

平均得点
標準僑差

1　充実感がある

塑盟蜘
48（瓢0） 正ア（、53） 5（1．6） 2（α6） 320（里00．0） a8土夏．正

2　楽しい

鯉塑遡
48（1敦0） 量夏（34） 3（α9） 2（0．6） 320（100，0） 2，ア±1．1

3　ときめきを感じることが

鯉鯉璽
115（諏9） 訂（11．6） 1夏（aの 8（a5） 320（し00，の 35土1．3

　ある
　聖しい感じがする 3（α9） 2（α6） 26（亀1） ’82（256）

魍魁鯉
脚（100．0） 52‡1，3

5　別の生き方をしたし、と思 10（31） 14（ 4．4） 55（1乳2） 77（24，1）

塑鯉
』53（16、6） 320（100．0） 4．7虚亘，6

　うことがある
　変化がなくつまらない感 3（o．9） 7（2．2） 29（9．1） 74（23．1）

幽週
57（118） 320（1⑳O） 51土ユ．4

　　じがする
　自分に目信がある

皿鯉盟
120（37．5） 一25（凱8） 重正（a4） 5（1．6） 320（真00．α） 3．4士1．2

8　自分は良い素質があると

鯉盟遡
143（44．7） 35（1α9〉 7（a2） 9（a8） 謝（旦00．0） 歌6歯1，2

　思う
　物事をうまくこなせない 4（旦．3） 重正（歌4） 33（ユ0．3） 110（3ら4）

塑鯉劃
320（100．0） 4．6士1．3

10　ダメな人間だと思うこと 6（1．9） 10（a1） 38（1L皇） 90（2a1）

盟璽型
320（100．0） 4．9±旦，5

がある

合計例敗＝無効数一60 合計3鋤例

（衷1－4－2 ） ⑦な滝は、現在の暮らしの中でく自分自身をどのように＞感じてし、るか
　x　夫の子育ての協力（クロス薬計検定結果）

母親の回答 父親の回答

夫の育児の協力は？

1 協力的
2　どちらかというと

　協力的
3　どちらかというと
　協力的ではない
4　協力的ではない

あなたは子育てに協力的
すか？

1　協力的
2　どちらかというζ

　協力的
3　どちらかというと
　協力的ではない
4　協力的ではない，自分自身をどのように感じてい

か　　　　（母親の回答）

1　充実感がある Pく0，01有意差あり PくO，01有意差あり

2　楽しぴ P～α05有意差あり pko．01有意差あり

3　ときめきを感じる Pくα0し有意差訪り P〈0．0し有意差あり

4　空しい感じがする Pく0．O夏宥意差あり Pくα0互宥意差あり

5一 の生き方をし絶し、 Pく0．㎝　有意差あり Pくα01有意差あり

6づまらなし憾じがする PくO．01有意差あり Pくα01有意差あり

7　自億がある （一） Pく0．01有翻…轟り

8　良し、素賀が訪る （一） Pく0．01有意差あり

9 物事がうまくこなせない 　　　（一） Pく0．O正宥意差あり

10　ダメな人閤だと思う （一） PくαD重有意差あり

一117一



1
崔
oO

「

（表II－1－1）母親イメージの各項目の平均値の順位

NO 昔の母親イメージ 平均値 NO 母親として筋松のイメージ ，平均値 NO 志向する母親イメージ 平均値 NO 社会炉期待する母親イメージ 平均値

26 耐えることができる 1，866 3 現実的な 2，625
22

思いやりのある 1，689
22

思いやりのある 1，8242 家族を支える 2，027
10

好奇心旺盛な 2，952 工7 視野が広い 三，841 17
視野が広い 2，149

25
世話をする 2，055 2 家族を支える 2，968 16

感情衰現の豊かな 2，003 4 包みこむような 2，15722
思いやりのある 2，202 14

自分の考えを通す 3，013 4 包みこむような 2，026
23

頼もしい 2，2924 包みこむような 2，213 25
世話をする 3，074 』23 頼もしい． 2，工41 2 家族を支える 2，32213

献身的 2，235 16
感惰表現の豊かな 3，101

20
穏やかな 2．一253 16

感情衰現の豊かな 2，35915
待っことができる 2，445 22

思いやりのある 3，253 2 家族を支える 2，274
20

穏やかな 2，37023
頼もしい

護的

2，598

，653

927

保護的
感的

3，295

，298

81

決断力のある
素直な

2，313

，358

12

6・

往会の常識を重視する
えることができる

2，395

，40512
社会の常識を重視する 2，699 12

社会の常識を重視する 3，388
10

好奇心旺盛な 2，433
25

世話をする 2，41629
従順な 2，859

26
耐えることができる 3，410 6 純粋な 2，480 8 決断力のある 2，4973 現実的な 2，888

15
待っことができる 3，505

15
待っことができる 2，501 1・ 素直な 2，50320

穏やかな 3，016 夏9 合理的 3，532
26

耐えることができる 2，580 5 しなやかな 2，5326 純粋な 3，055 28
客観的 3，609 5 しなやかな 2，621 6 純粋な 2，5461 紫直な 3，079

11
論理的 3，636 27 共感的 2，632 ユ3 献身的 2，5847 厳格な 3，087 8 決断力のある 3，660 30

指導力のある 2，700 ユ5 待つことができる 2，60527
共感的

断力のある
3，2D2

，355

423

包みこむような
もしい

3，662

，673

25
世話をする

実的な

2．・739

，914

’3

7
現実的な

感的
2，568

，673
516賂3028

しなやかな

情表現の豊かな
存的

導力のある

観的

3，544

，582

，589

，932

，975

13
献身的

野が広い
純粋な

己本位な

直な

3，697

，697

，699

，710

，723

28

13

911

客観的

護的
身的

理的

理的

2，953

，979

，016
，ユ51

，217

30

10’1928

指導力のある
護的

奇心旺盛な
理的

観的

2，814

，816

，927

，938

，030
合理的

野が広い
分の考えを通す
理的
奇心旺盛な
配的

己本位な

4．・090

，164

，333

，399

，443

，544

，005

蔓0

18

指導力のある
格な

存的
やかな
配的
噸な

なやかな

3，824

，341

，965

，965

，987

，106

，279

ユ2

14

社会の常識を重視する
格な

分の考えを通す
順な

存的

配的

己本位な

3，264

，517

，548

，603

，389
，7σ8

，115

29

11

従順な
格な

理的
分の考えを通す
存的

配的

己本位な

3，114

，141

，205

，714

，073

，346

，903

＊7段階スケール〔L非常にそう思う　　2．鞍りそう思う

＊NO一一項目の配列順序
3．讐そう思う　　4、どちらとも言えない　5，轡勤思わ抽　　6，かなりそう思纏い　7．非常にそう思わ榊）

m
採
お
□〉

泌
瑚
卑
醤
箪
譜
服

慣8
翁



1
仁o
E

（衰皿一2－1）父親イメージの各項目の平均値の順位

NO 昔の父親イメージ 平均値 NO 父親として循妖のイメージ 平均値
NO

志向％父親イメージ 平均値 賊0 社会炉期待する父親イメージ 平均値

2 家族を支える 1，929 2 家族を支える 2，510 2 家族を支える 1，799 2 家族を支える 1，939

M 自分の考えを通す 2，158 真0 好奇心旺盛な 2，939 8 決断力のある 1，938 8 決断力のある 1，942

7 厳格な 2，298 3 現実的な 2，946
22

思いやりのある ユ，972 17 視野が広い 1，981

12
社会の常識を重視する 2，422

14
自分の考えを通す 2，990

23
頼もしい 1，994

23
頼もしい 2，077

8 決断力のある 2，432
22

思いやりのある 3，134
17

視野が広い 2，006
22

思いやりのある 2，106
23

頼もしい 2，565
12

社会の常識を重視する 3，178
30

指導力のある 2，217
30

指導力のある 2，132
30

指導力のある 2，689 9 保護的 3，197 4 包みこむような 2，325 4 包みこむような 2，322

21 支配的 2，789 8 決断力のある 3，201
26 耐えることができる 2，474

12 社会の常識を重視する 2，486
26 耐えることができ．る 2，857

25
世話をする 3，242

16
感情表現の豊かな 2，542 ユ6 感情表現の豊かな 2，543

3 現実的な 3，025
26

耐えることができる 3，271 上0 好奇心旺盛な 2，567 3 現実的な 2，553
24

自己本位な 3，053 U 論理的 3，283
20

穏やかな 2．6す6 26
耐えることができる 2，559

22
思いやりのある 3，087 工 素直な 3，306

25
世話をする 2，712

25 世言舌をする 2，701

9 保護的 3，140
30

指導力のある 3，322 1 紫直な　 2，745
27 共感的 2，714

13． 献身的 3，391 4 包みこむような 3，325
15 待つこどができる 2，755

10
好奇心旺盛な 2，7真7

4 包みこむような 3，394
27

共感的 3，347
27

共感的 2，755
20

穏やかな 2，7？8

25一 世話をする 3，450
28

客観的 3，417 6 純粋な 2，759 ・13 献身的 2，797
17

視野が広い 3，475 6 純粋な 3，420 7 厳格な 2，833 7 厳格な 2，801

6 純粋な 3，516
17

視野が広い 3二430 、3 現実的な 2．836
15

待っことができる 2，8i7
11

論理的 3，537
23

頼もしい 3，436
12

社会の常識を重視する 2，876
11

論理的 2，855
27 共感的 3，733

15
待っことができる 3，439

23
客観的 2，960 1 素直な 2，884

28
客観的 3，758

16
感惰表現の豊かな 3，455

13
献身的 2，953 6・ 純粋な 2，891

10
好奇心旺盛な 3，795

13
献身的 3，500 9 保護的 2，966

19 合理的 2，965
15

待つことができる 3，842
19

合理的 3，516 11、 論理的 2，988
28

客観的 2，984
16

感情表現の豊かな 4，040
24

自己本位な 3㌔55L
19 合理的 3，068 9 保護的 2，987

19
合理的 4，040

20
穏やかな 3，615 M 自分の考えを通す 3，102 5一 しなやかな 3，042

1 素直な 4，062 7 厳格な 3，694 5 しなやかな　 3，152
14 自分の考えを通す 3，389

．20 穏やかな 4，127
21

支配的 3，799
29

従順な 3，678
29

従順な 3，582
29

従順な 4，183
29

従順な 3，895
18 依存的 4，096 ユ8 依存的 4，039

18
依存的 4，289 5 しなやかな 3．9σ4

21
支配的 4，142

21
支配的 4，090

5 しなやかな 4，571
18

依存的 4，016．
24

卑己本位な 4．5U
24

自己本位な 4，569

7段階スケール（L葬常にそう思う　2．かなりそう思う　3．ややそう思う　　4。肪らとも言えない　5．轡そう思わ挫　　6．かなりそう思わ柚　　7．葬常にそう思わない）

＊NO一一項目の配列順序

弔
題
欝

卜o

輯
撮
離
畷
麟
譲
伴
鋸
藩
爵
醐
伴8
副
圓
揖

置
叫

劔
皐
醤
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（表II－1－2）各母親イメージの相閥

昔の母 自分自身 志向する母 社会の母

昔の母

分自身　、

向する母

1．00 0．17㌧

．00
0．49
．26

．00

0．67
．21

．94
莚穰串騰者彗騨係数
　　　昔の母一・一一昔の母親イメージ
　　 自分自身一一母親としての自分自身の母親イメージ

　　　鯉殖塗櫻繍購鶉魏駁彰

（表11r－2－2）各父親イメージの相閲閲係

昔の父 自分自身 志向する父 社会の父

昔の父

分自身”

向する父

　1．00 0．55
．00

0．32
．．58

．00

0．29
0．54
．97

珪穰路鑓蟹騨数
　　　昔の父一一一昔の父親イメージ
　　　自分自身一一父親としての自分自身の父親イメージ
　　 志向する父一将来、志向する父親イメージ
　　　社会の父一一社会が期待する父親イメージ
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千賀他：2．家庭養育機能と職業生活との両立に関する研究

（衷H－3－1）　く母親イメージ）一一因子負荷量（Varimax回転後）

ボ下記の表の中の（一．）』についで、各項目の平均得点で
　くそ うは思わない〉 とその項目を香定レて焼う場合は（一）と表示

①　く昔の母競イメマジ＞
』し

箒1因子 第2因子

26　耐えることができる
3　思いやりのある
3　献身的5 待つことがでぎる
0　穏やか、

9　従順な
5世話をする4　包み込むような

0．7247

．6728
．6031

．5533
．5525
．52ア7

0．5142
．5互0Φ

ロ　視野が広い　　　（一）
0　指導力のある
o好奇心B遡な　　（一）
4　自分の考えを通す（ら）
8　決断力のある
　感精表現の義かな
’論理的な　　　　　（一ツ

四　合理的　　　　　（一）

0．7476

．695！

．63LO

．5939
．5925
．587ア

0．5841

．5592

寄与率　　　　　14．9398峯
累殺寄与耶　　　　　　　　　互4．9898　翼

霰与率　　　　　　　　　　　　　13．5788　器

積寄与率　　　　　　　　　28．5685　駕

『忍耐と包容戯のあ一る養脊性3
　　　　　　　イメージ因、子

r非理性的な掲導性』
　　　　　　　イメージ因子

）

第1因子 第2因子 第3因子

5　しなやかな　　　（一）
0穏やかな．6純粋な

包み込むような1素直な

0．7358

．7066
．6029
．577皇

．5535

25
世話をする

6耐えることができる13
献身的

一〇．6835一ゆ．6756

一〇．6426

8　決断力のある
0　指導力のある
3r頼もレい

一〇．7034－0．5712－0．5542

寄与串　　　　　　　　　　　　　12．6708　X

積寄与 箪　　　12・6ア08器

寄与率　　　　　　　　　　　　　　10．1298

積篭与準　　　22・8006露
寄与率　　　　　　9．36重9X

積寄与率　　　32．止625X

r素直な包容性』
　　　　　　　イメ7》因 子

r忍耐の訪る養育姓』
　　　　　　　イメージ因子　　　　　　　　　　　　ゴ

r決断力のある指導牲』
　　　　　　イメージ因子

②　く母窺としてのあな昆自身の母親イメージ＞

⑤　ζ将来志向する母親イメージ〉

第1因子 第2因子 第3因子

6　絶粋な
　素直な

包み込

　献身的
2思いやりのφゑ．25世話をずる

G．753ア

．6759
．6758
．6020

．4643
．4533
．43！2

2！支配的な　　　　（一）
4自己本位な　　　（一）
8依存的　　　　　（一）
　厳格な

一〇．7369－0．762090．6380－0．5366

8　　決断力のある
3　　頓もしい・17　視野が広い

0　詣導力のある

一〇．5586－0．5579－0．5441－0．4862

署与率1　　　　　　　　　　13．5115　客

積寄与率　　　1鉱5115’客’
寄与率　　　　　　　　10．8118Z

積寄与率　　　　　24．3233乞
寄与率　　　　　　8．2991累

頚寄与率 　　32．6224乞

r純朴で包容性のある菊育性8
　　　”　　　　1イメニジ因子

r非支配的な厳格性』
　　　　　　　　イメージ因子

r社会姓のある指溝性』
　一『　　　　．イメージ因子

④　く社会が期待する母親イメージ〉二

第1因予 第2因子 第3因子

26　耐えることができる
3　献身的
5　世話をする

0．7758
．772量

．7n2

17　視野が広い
　感精衷現の畳かな
　好奇心旺盛な

O．7287
．7夏23

．6783

24　自己本位な　　（一）
1支配的　　　　（一）
8依存的　　　　（一）

0．815L

．7902

．6663

15　術つことができる O．6994 8　決断力のある 0．6505

29　従順な． 0．6320 30　指導力のある 0．61し7

20　穏やか、な 0．6280 23　頼もしい 0．6027

22思いやPのある　　．
4包み込むような一’

0．5986
i5899

6　純粋な 0．5793

27　共感的 0．5602

1　素直な O．5600

9　保護性 0．5094

寄与率　　　　　20．OU8寓
積寄与耶　　　20．O夏18X

嵜与率　　　　　　16．1271
積寄与率　　　　　　　　　　36．1389　翼

罵 野与率　　　　　　8．6713累
積寄与率　　　44．8102男

『忍耐ζ共感性のある養育性8
　　　　　　　　イメージ因子

『感性と社会性のある指溝性』
　　　　　　　イメージ因子

r罪支配性8
　　　　　イメージ因子
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（表ロー3－2）
①　く昔の父親イメージ〉

第1因子 第2因子　　　　　　　　　　　　　　　　第3因子

8　決断力のある
3　頼もしい
　厳格な

0　指導力のある
　寡族を支える

2　社会の常講を重視賂
　包み込むような

0．7750

．7587
．710里

．6951
．5ア星2

．5503
．5258

四　含理的な　　　　（一）焦0　好奇心旺盛な

　論理的な
7　筏野が広い
8　客観的

0．56し3

．5604

．5392
．5289

寄与率　　　　　　　　15．1622零
薯置嵜与耶　　　　　　　　15．1622　客

寄与率　　　　　正0．6484驚　　　　晋与寄与率　　　9，337ア翼累積寄与率　　　　25．8106乞　　　　累積累積寄与耶　35．1482X

9強く厳しいが包容性のある指導性』
　　　　　　　　イメージ因子

『菲合理的だが社会性のある理性8　　　　『忍耐のある養育姓』　　　　　　　　イメージ因子　　　　　　　　　　　　　　　イメージ因子

②　く父親としてのあなた自身のイメージ＞

第1因子 第2因子　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3因子

30　指導力のある
3　頼もしい
　家族を支える
　決断力のある

2　思いやりのある4　包み込むような6　純粋な

鰺　献身的
9　従順な
　しなやかな

①　穏やかな

0．6567　n　論現的0，6053　且9　合理的な0．5657　28　客観的

．541ア　ロ　視野が広いO．5287

一〇．6894－O．665アー0．5577－0．5391

寄与耶　　　　　　　　　　　　　　皇4．5852　零

孝責書与率　　　　　　　　　重4．5852　＝

寄与耶　　　　　　　　12．6879＝　　　　　　　寄与率　　　　　　8．B20客繋積寄与耶　　　　27．273U　　　　　露積寄与率　　35，4651累

『強いが優しい包容性のある指導性8
　　　　　　　イメヤジ因子

『従順な献身性∂　　　　　　　　　　　　　『社会性のある理性』　　　　　　　　　イメージ因子　　　　　　　　　　　　　イメージ因子

⑨　く将采、志向する父親イメージ〉

第1因子 第2因子 第3因子

23　績もしい
　決断力のある2　家族を支える4　包み込むような5　指導力の訪る22　思も、やりのある

o．75ア9

．7372
．6775
．6640
．6556
．6311

6　純粋な
0　好膏心旺盤な
7　共感的
　しなやかな

O．6013

．5889
．5183
．5166

21支配的　　　（一）24　自己本位な　（一）18　依存的な　　（一）

0．7176

．7068
．6709

得与率　　　　　　　　　　　　　ユ5，7928　器

響黄寄与率　　　　　　　　　15．7928　X

寄与率　　　　　　　　　　　　　　　8，75ア正　器

積寄与率　　　　24．5499零
寄与摩　　　　　8．7528Z
積嵜与率　　33．3027駕

『強いが優しい包容牲のある指導性8
　　　　　　　　イメージ因子

『しなやかな共感性』

　　　　　　　　イメージ因子
非支配的な中魔性』

　　　　　イメージ因子

④　〈社会が期待する父親イメージ＞

粥工因子 第2因子 第3因子

8　決断力のある
0　指導力のあるし7　視野が広い

3　頼もしい
　家族を実える

2　思いやりのある7　厳格な4　包み込むような

0．8150

．7587
．7396
．6670
．652！

．6013

．5186
，51¢9

6　緬粋な
　しなやかな
　素直な

6　感情褒現の景かな

一〇．6702－O．6632－O．5582－O．5186

寄与率　　　　　　　　　　　　　！ア．8076　X

積寄与準　　　　　　　　　17．8076　竃

寄与率　　　　　　　　　　　　　　12．0689　客

積寄与率　　　　　　　　　29．8765　X

寄与率　　　　　9．9794駕暴積寄与環　　39．8559驚

r厳絡で社会惟と包容性のおる指導性2
　　　　　　　　イメージ因子

r忍耐と理性8
　　　　　　　　イメージ因子

『しなやかな感性8
　　　　　　イメージ因子
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